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契約理由書 
 

１．業務件名    令和５年度ダム施工合理化調査分析評価業務 

 

２．履行場所    福岡市博多区博多駅東２丁目１０番７号 

 

３．契約の相手方  住 所： 東京都台東区池之端２丁目９番７号池之端日殖ビル２階 

会社名： 令和５年度ダム施工合理化調査分析評価業務ダム技術センター・日本振興設計共同体 

電 話： ０３－５８１５－４１６１ 

 

４．契約適用法令：会計法第２９条の３第４項及び 

予算決算及び会計令第１０２条の４第三号 

 

５．当該業務の目的・内容及び契約に付する理由 

 

１）当該業務の目的 

本業務は、ダム施工の合理化や新しい機械の導入による新技術の開発など、ダム施工を取り巻く

近年の現場状況の変化に対応して、現場の実態に即した施工歩掛を算定するための基礎資料を得る

ため、実態調査を実施した結果のとりまとめや分析・評価を行うとともに、透明性、客観性、妥当

性を確保したダム工事積算資料の改定案を立案する業務である。 

 

２）業務の内容 

・計画準備                        １式 

・データ集計                       １式 

・データ整理・確認                    １式 

・データ統計処理                     １式 

・データ分析評価                     １式 

・ダム積算資料改定案等作成                １式 

・ダム工事積算資料に関わる課題抽出及び対応方策案の検討  １式 

・報告書作成                       １式 

 

３）契約に付する理由 

本業務の契約方式は、技術提案の公募を行い、提案のあった内容を総合的に評価し、契約の相 

手方を特定するプロポーザル方式である。 

参加可能業者が最低２０者あることを確認の上、技術提案書の提出を公募したところ、申請期間

内に電子入札システムを通じ業務説明書を１６者が入手（ダウンロード）し、１者から参加表明書

及び技術提案書が提出された。 

建設コンサルタント業務等請負業者選定事務処理要領及びプロポーザル方式による建設コン

サルタント等の特定手続きにより技術提案書を審査した結果、契約の相手方は、本業務を遂行す

るために必要な配置予定技術者の資格及び実績等、配置予定技術者の成績及び表彰、実施方針及

び特定テーマに係る技術力を備えていると判断される。 

特に特定テーマの「施工状況が変化（コンクリート二次製品の使用、施工仕様の変更等）してい

る収集データに対応した、歩掛の新規作成や現行改定にあたっての留意点について」に対する技術

提案について、着眼点、問題点、解決方法等が理論的に整理され、提案内容を裏付ける業務実績が

十分に示されており、総合的に優れた提案が行われていたものである。 

 

よって、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令第１０２条の４ 第三号により、 

上記契約の相手方と契約を締結するものである。 

 

（契約理由書作成者）       

河川部 河川工事課長  


